
真鍋家住宅主屋ほか

指定区分 国登録有形文化財（建造物）

読みかた まなべけじゅうたくおもやほか

所在地 笠岡市真鍋島

指定年月日 平成18年3月27日

解説

真鍋家は平安時代末期から真鍋島に続く
家である。主屋は明治3年(1870)の建築。
入母屋造、平屋建、屋根は桟瓦葺とする。
主屋の座敷は風格のある書院造である。
旧郵便局舎は大正6年(1917)に完成。木造
二階建て、切妻造、桟瓦葺。通りに面して
旧入口屋根を残す。島内には数少ない洋
風意匠である。瀬戸内海島嶼部で地主と
して活動しながら、明治以後戸長・郵便局
長を務めた家の構えとして評価される。

アクセス方法 本浦港から徒歩約5分

公開状況

設備

備考


